
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
東
日
本
大
震
災
義
援
・
歌
と

踊
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

【
日
時
】

９
月
11
日
（
日
）
10
時
開
演

【
場
所
】
中
央
公
民
館

【
料
金
】
300
円
（
全
額
義
援
金

と
し
て
寄
付
し
ま
す
。
）

【
主
催
】
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
紅
白

歌
合
戦
実
行
委
員
会
・
山
田
歌

謡
研
究
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
紅
白
歌
合
戦
実
行
委
員
会
事
務

局　

高
田
☎
53
・
２
８
６
５

　楠目城は別名山田城とも

呼ばれ、鏡野中学校東側の

小山（１２７ｍ）が城跡で、

長宗我部地検帳には北ノ森

詰や南森ノ詰などが見え

る。

　土佐戦国の七雄の一人山

田氏の居城で、香北や物部

の一部も支配した。烏ヶ森

や雪ヶ峰は、有力家臣の居城である。

　中学校東側上段、民家の前の山への小道は、登

城口と呼ばれる追手筋にあたる。この道は、茶ヶ

森の裏を回り、三ノ段・二ノ段から虎口を通って

南森ノ詰に出る。この詰は、５３０㎡ほどあって、

周囲に２ｍほどの土塁が残っていて、ここから北

ノ森詰へは、幅８ｍほどの掘切りになっている。

この広場は、蹴鞠を楽しむ場所と考えられ、本丸

とも言われる北ノ森詰へは狭小な虎口を通り、３

６６㎡ほどの広さの頂上部にいたる。

　この城跡には、井戸跡や空壕も確認できるが、

高知城のような見せる城ではなく弓や槍、刀での

戦闘のための陣地と考えるのが、本来の姿に近い

と思われる。

　また、守るに不利な木々は伐採され、草山だっ

たとも言われる。住居は、南麓で集落を形成して

いたようで、東方には字名にアイノ門が残り、茶

室もあったようである。

　山田氏の祖は、中原秋家で姓名は大中臣氏と名

乗り、室町時代に実力を高めたらしく、永正４年

（１５０７）には、山田元義は土佐七守護の一人で

三千貫※を領していた。

　大中臣氏の３５０年間は、平和外交に努め交易を

盛んにして経済力を高める一方、猿楽・能・狂言

・蹴鞠などの貴族的文化を好み、１５５０年の頃、

長宗我部国親に滅ぼさ

れた。その戦いは、わ

ずか２日間であったと

伝えられている。

　　　（香美史談会）

※貫は、貨幣の単位で

千匁が一貫で、重さの

単位ではない。

◆
土
佐
山
田
町
ダ
ン
ス
同
好
会

初
心
者
教
室

　

社
交
ダ
ン
ス
に
興
味
が
あ
る

方
、
昔
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

い
い
運
動
に
な
り
ま
す
よ
。

【
日
時
】
11
月
・
12
月
・
１
月

の
３
カ
月
間
（
各
４
回
）

毎
週
火
曜
19
時
〜
20
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館

【
料
金
】
月
２
千
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

会
長　

前
田
巧

☎
０
８
８
・
８
６
３
・
４
６
２
６（
昼)

☎
52
・
３
３
８
２
（
夜
）

◆
柿
の
実
コ
ー
ラ
ス
15
周
年

発
表
会

　

柿
の
実
コ
ー
ラ
ス
の
５
年
ぶ

り
の
発
表
会
で
す
。
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
16
日
（
日
）
13
時
開
演

【
場
所
】
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

香
北

※

入
場
無
料

【
ゲ
ス
ト
】
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
タ

イ
ム
（
吹
奏
楽
団
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

佐
々
木
衣
織
☎
59
・
４
１
８
２

◆
節
電
の
取
り
組
み

（
第
14
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
か
ら
）

エ
ア
コ
ン
よ
り
扇
風
機
を
極
力

使
用
し
た
り
、
部
屋
の
電
気
を

こ
ま
め
に
消
し
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

家
族
は
で
き
る
だ
け
リ
ビ
ン
グ

に
集
ま
り
、
使
用
す
る
電
灯
数

を
減
ら
し
て
い
る
。
炊
飯
器
は

保
温
機
能
を
使
わ
な
い
。
冷
蔵

庫
は
保
冷
剤
を
使
い
、
温
度
設

定
を
高
く
、
ク
ー
ラ
ー
は
で
き

る
限
り
使
わ
な
い
。
緑
の
カ
ー

テ
ン
等
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
徐
々
に
替
え
て

い
ま
す
。
夜
ふ
か
し
を
や
め
、

早
起
き
が
一
番
！
今
は
５
時
で

す
ね
。
気
持
ち
い
い
で
す
！

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

私
が
取
り
組
ん
で
い
る
節
電
は

な
ん
と
い
っ
て
も
「
電
気
を
こ

ま
め
に
消
す
こ
と
」
で
す
。
簡

単
で
あ
り
き
た
り
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
か

な
と
思
い
、
心
が
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

約
20
年
前
の
ク
ー
ラ
ー
を
取
り

替
え
ま
し
た
。
電
気
代
が
今
ま

で
の
３
分
の
１
に
な
る
そ
う
で

す
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
消
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
別

の
こ
と
を
し
て
い
て
も
、
な
ん

と
な
く
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な

し
に
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を

や
め
ま
し
た
。
消
し
て
み
る
と

静
か
で
意
外
と
落
ち
着
く
し
、

外
か
ら
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て

良
い
感
じ
で
す
。

▼
川
上
様
夏
祭
り
。
キ
ャ
ラ
バ

ン
バ
ン
の
会
場
で
撮
影
中
、
突

然
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
求
め
ら
れ
、
頭
が
真
っ
白

に
な
り
な
が
ら
も
「
セ
ク
シ
ー

す
ぎ
て
掲
載
で
き
ま
せ
ん
」
と

コ
メ
ン
ト
。
ち
な
み
に
セ
ク
シ

ー
す
ぎ
た
の
は
、
２
㌻
に
掲
載

さ
れ
た
、
ち
び
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
皆

さ
ん
で
す
。　
　　　　

（
細
木
）

▼
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
開
館
15
周
年
式
典
の
取
材
を

担
当
し
、
私
が
撮
影
し
た
写
真

が
、
初
め
て
表
紙
に
採
用
さ
れ

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

今
後
は
も
っ
と
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
写
真
が
撮
影
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。　

（
公
文
）

 

私
は
中
国
河
北
省
秦
皇
島
市

か
ら
２
０
０
９
年
10
月
に
来
ま

し
た
。
現
在
は
大
学
院
工
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
２
年
、
井

上
研
究
室
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究

を
し
て
い
ま
す
。

　

秦
皇
島
市
は
港
湾
都
市
で

す
。
市
の
名
前
は
秦
の
始
皇
帝

に
由
来
し
ま
す
。
中
国
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
の
中
で
、
皇

帝
名
で
命
名
さ
れ
た
唯
一
の
都

市
で
す
。
長
い
海
岸
線
と
天
然

の
良
港
が
あ
り
、
100
以
上
の
国

と
の
間
で
定
期
的
に
貿
易
を
し

て
い
ま
す
。
市
は
３
区
に
分
か

れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
美
し
い

景
色
と
す
ば
ら
し
い
文
化
景
観

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

石
炭
の
輸
出
港
と
し
て
発
展

し
て
き
た
海
港
区
は
、
市
の
政

治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
で

す
。
に
ぎ
や
か
な
商
店
街
が
あ

り
、
仕
事
に
も
買
い
物
に
も
便

利
だ
し
、
有
名
な
食
べ
物
屋
さ

ん
が
あ
る
場
所
で
す
。
古
色
蒼

然
の
秦
宮
殿
の
遺
跡
・
海
水

浴
・
砂
浴
・
日
光
浴
が
で
き
る

100
キ
ロ
の
ビ
ー
チ
・
燕
山
大
学

も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

山
海
関
区
は
山
と
海
の
関
所

と
い
う
名
前
の
と
お
り
、
渤
海

と
燕
山
山
脈
の
間
に
あ
る
関

で
、
明
時
代
の
万
里
の
長
城
の

東
部
の
最
初
の
関
所
で
す
。
古

来
、
華
北
・
東
北
往
来
の
要
衝

と
し
て
幾
度
も
兵
争
の
地
と
な

り
ま
し
た
。
天
下
第
一
関
と
も

い
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

商
工
業
が
盛
ん
で
中
国
最
古
の

橋
梁
工
場
が
あ
り
ま
す
。
有
名

な
観
光
地
は
、
老
龍
頭
・
孟
姜

女
廟
・
堰
塞
湖
鳥
語
林
な
ど
で

す
。

　

避
暑
地
と
し
て
有
名
な
北
戴

河
区
に
は
国
の
領
袖
た
ち
や
、

国
際
観
光
客
な
ど
が
こ
こ
に
集

ま
っ
て
来
る
ん
で
す
よ
。
秦
皇

島
の
観
光
旅
行
へ
高
知
の
友

達
、
熱
烈
的
歓
迎
。

香美史

記訪探
第２８回
　楠目城跡　　　
　（土佐山田町楠目）
　

52

　　 　　
曹　

恩
国　　　　　　　

 　
　
　
　
　
　
　
（
中
国
・
秦
皇
島
市
）

ツ
ァ
ォ　
エ
ン
グ
オ

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２３年９月号 広報かみ平成２３年９月号２１ ２０

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します

おたんじょうび
おめでとう 掲　

示　

板

掲載を希望される方はお問い合

わせください。締切日は誕生月

の前月１日まで。  

      総務課☎５３－３１１２問

ここう

けまり

やり

からす

なかはらあきいえ おおなかとみし

もんめ

と

きぐち

　　
作：鳴鉢　ウノタ

(山田高校マンガ部)

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

輪塔五輪塔

大椋の木大大椋大大椋大大大椋椋大椋大椋大椋大椋大椋大大大大椋大椋大椋大椋椋椋椋大椋大大大大大大大椋大椋大椋大椋大椋大椋大大椋大椋大椋大椋椋大椋大椋大椋椋椋大大大大大大椋大大大椋椋椋椋大大大大大大大大大大大大大大椋大椋大椋大大大大椋大大大椋大大椋大大大大椋大大椋大椋大椋椋大大大大大椋大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大椋大大大大大大大大大大大大大大大椋大椋大大大大大大大大大大大大大椋椋大大大大大大大大大大大椋大大大大大大大大大大大大大大大大大大椋大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大椋大大大大 のののの木の木の木の木木木木木木の木のの木木木木木木の木木の木木木木木の木木木木木の木木木木木の木木木木木木木木木木木木木木木木の木木木木木の木木木木木木の木の木木木の木の木の木の木木木木木木木木木の木木木の木木木木木木木木の木木木の木の木の木木木木木木木の木木の木のののの木木木木木の木木木木木の木木木木の木の木の木ののの木木木ののの木木木木の木の木木木木木木木の木木木のの木木木のののの木木木木ののの木木木木木木木ののの木のの木木木木のの木木木木木木木のの木のの木木木木木の木木の木の木木ののののの木ののの木木木木木木木木木の木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木

南森ノ詰・本丸跡

　　↓

ＪＡ土佐香美土佐山田支所屋上からＡ土佐香美土佐山田支所屋上からＪＡ土佐香美土佐山田支所屋上から

茶ヶ森

　　↓

文　　鏡野中

国道195号

文　楠目小病院

●　楠目城跡

香美市消防
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